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【鯨岡氏】：

１．はじめに



２．子どもは育てられて育つ・親は育てて育てられる



３．関係発達の概念図



図１：生涯発達過程の観点から見た関係発達の概念図（改訂版）

図２：生涯発達過程の観点から見た関係発達の概念図（改訂前）
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　１）命の世代間連鎖





　２）個の生涯発達過程の基本構造



　３）人生のコペルニクス的転回





　４）「育てる―育てられる」関係の世代間循環







４．広義の＜育てる者＞たちの影響という視点

　１）親子の関係は基本的に三者の関係である



　２）きょうだい関係を考える



　３）広義の育てる者の存在



５． 二人の保育者の描いたエピソードから

エピソード１：弟をたたくMちゃん Ｓ保育士
＜背景＞
　Mちゃんは２歳の女児である。１ヶ月前に弟が生まれた。Mちゃんは「赤ちゃ
んが生まれたよ」と何度もうれしそうに話したり、それまでは小さいクラスの
子どもに関心を示さなかったのに、自分から声をかけ、手を繋いで歩いてあげ
たりする姿も見られるようになり、弟が生まれたことをうれしく思っているん
だなと感じられた。
　その一方で、時々不意に心細そうな表情を見せたり、急に甘えて来たりする
こともあり、やはり不安もあるのだろうと思われた。弟が生まれてちょうど１ヶ
月経ち、母が初めて弟を連れてMちゃんを送ってきた朝の出来事である。
＜エピソード＞
　朝の登園時間、私が保育室で受け入れをしていると、Mちゃんが一人で部
屋に入ってきた。「Mちゃん、おはよう」と声をかけMちゃんの後ろを見ると、
お母さんが赤ちゃんを抱っこして入ってきた。「わあ、お母さん久しぶり、お
めでとう。赤ちゃん見せて」と言って駆け寄ると、他の保育士も周りの子ども
達も皆が一斉に集まってきた。お母さんが皆によく見えるように赤ちゃんを抱
いたまましゃがんでくれたので「わあ、かわいい」と皆はお母さんと赤ちゃん



を取り囲んだ。
　しばらくの間、皆が赤ちゃんに注目し、赤ちゃんの話題で盛り上がっていた。
Mちゃんは返却するために持ってきた絵本を手に持って、赤ちゃんの足下の位
置に立っていたが、その絵本で赤ちゃんの足の辺りをおくるみの上からポンポ
ンと叩き始めた。それは痛くしようとしているわけでもないが好意的でもない、
微妙な感じの叩きかただった。お母さんは怒るわけではなく、優しい口調で「痛
い痛いよ、やめてね」とさらっと言ったがMちゃんは止める様子がなかった。
強い叩き方でもなく、一見Mちゃんが意識的にしているようにも見えなかった
ので、それ以上は誰も何も言わず、また赤ちゃんの話題に戻っていった。
　ふとMちゃんの顔を見ると半分怒ったような、半分寂しそうな何とも言えな
い表情をしている。「かわいい、かわいい」と赤ちゃんのことばかり言ってい
た私はMちゃんの表情にハッとした。そしてMちゃんを抱き寄せて「赤ちゃん
かわいいね。Mちゃんみたいにかわいいね」と言った。Mちゃんはにっこり笑っ
て頷くと「これ読んで」と持っていた絵本を差し出した。私は赤ちゃんを囲む
輪から離れMちゃんに絵本を読んであげた。
＜考察＞
　下の子どもが産まれると、誰もが大なり小なり複雑な気持ちを持つものであ
る。新しい家族を迎えるために誰もが通る道であり、乗り越えていかなければ
ならないものである。とはいえ、そのときその子が、自分が忘れられたような
寂しく不安な思いをしていることも事実である。Mちゃんも弟はかわいい。で
も憎らしいという複雑な思いを抱えているのだろうと思う。産まれたばかりの
弟を大事な家族の一人として受け入れていくには、自分も大事だと思われてい
る自信が必要である。Mちゃんが弟を受け入れていくために周りの大人が応援
できることは「Mちゃんのことは忘れていないよ。今までと変わらず大事なM
ちゃんだよ」というメッセージを送ってあげることだと思う。





エピソード２：新しい家族の誕生
＜背景＞
　Ｎちゃんは５歳の女児である。日頃からお喋りが好きで友達とも元気に遊ん
でいる。母１人、子１人の母子家庭できょうだいがいないせいか年長さんになっ
てからよく園で赤ちゃんを抱っこしてくれたり、かわいがったりしてくれてい
る。その反面かわいがりかたに一方的なところも見られ、また時折ふと寂しそ
うな表情を見せたり、暗い表情になったりしていることがあって、私はＮちゃ
んのそんな様子がずっと気になっていた。
＜エピソード＞
　午前中の屋外での遊びのときである。私が花壇の雑草取りをしているところ
にＮちゃんがやってきて「先生うれしいことがあったんだよ。お母さんにも他
の先生にも内緒だよ」という。そこで私が「どうしたの？」とわくわくした気
持ちで尋ねると、「お母さんのお腹に赤ちゃんがいるんだよ！」と満面の笑顔
と弾んだ声で答える。私はＮちゃんの所が母子家庭であることが分かっていた
ので、Ｎちゃんの言葉に一瞬ドキッとしたがＮちゃんの笑顔に思わず「よかっ
たね！おめでとう！Ｎちゃんはお姉ちゃんになるんだね！」と言ってしまった。
私が言い終わる間もなくＮちゃんは「お父さんはユウジって言うんだよ。ユウ
ちゃんと言ってもいいんだって。先生もユウちゃんって呼んでもいいよ」と興
奮気味に言う。これまで２人暮らしだったＮちゃんに新しい家族が誕生したこ
とで会話が盛り上がった。今まで見せていた暗い表情とは打って変わって、こ
れからの生活に希望を抱き、心躍る様子が手に取るように伝わってきた。私は
お父さんのことには触れずに「赤ちゃん楽しみだね。元気な赤ちゃんが生まれ
ますようにって神様に祈っておくね。素敵なうれしい内緒話、ありがとう」と
伝えて２人で一緒に保育室に戻った。
　後で他の先生方に今のＮちゃんの話を伝えると、Ｎちゃんは他の先生達にも
既に話していたようで、そんなことからもＮちゃんの計り知れない喜びが伝
わってくるようだった。
＜考察＞
　Ｎちゃんの喜びに接することで、これまでＮちゃんが母子家庭という環境で
味わってきた寂しい気持ち、両親が揃った家庭を夢見る気持ちがかえって分か
るような気がし、胸の痛む思いに駆られた。「内緒だよ」というＮちゃんの心
躍る思いに、ただただ共感していた私だったが、少し冷静になってみると、こ
れから母親の出産・結婚・子育て、４人での暮らしとＮちゃんの生活が大きく
変わり、この先いろいろと大変なこともあるだろうなと思わずにはいられな
かった。それでも今の喜びを一緒になって喜んでくれる人をＮちゃんが求めて
いるのだと思い直し、このＮちゃんの喜びの瞬間を理屈抜きで一緒に喜ぼうと
思った。
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